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1.8cmの偽嚢胞を認めた。 
34.乳ぴ腹水を伴った肝硬変症の 1例
桜田正也，岩間章介，力加日藤繁夫
(千葉労災) 
肝硬変症で.子手乳Lび
1症例を報告する。症例. 66歳男性， 昭和43年以来，
肝硬変，腹水を指摘され腹水のため 2回の入院歴を有す
る。腹水穿刺により得た腹水は乳聴で，血中の約 4倍の 
TGを含み，その殆んどはカイロミクロンであった。乳
聴腹水は，手術，外傷，腫療等によるリンパ経路の障害
が否定されたことから，腸管リンパ管内圧上昇による腸
管Jl莫等のリンパ管の拡張，破綻により生じたと考えられ
る。 
35. 自然排出を認めた石灰乳胆汁の 1例
山本恭平(千大)
症例は42歳女性。昭和57年 6月上腹部痛出現，上部消
化管造影，腹部単純写真にて石灰乳胆汁+胆嚢結石との
診断をうける。エコー， CT，DICの所見も同様で、あっ
た。手術を勧めたが拒否した為経過観察中， 8月末黄症
出現， 9月初め極期に達し以後自然と軽快した。軽快後
の諸検査では石灰乳胆汁と胆石の陰影は消失し， PTC 
にて乳頭部に褒状拡張が見られた為，胆石の排出に伴い
石灰乳胆汁が自然排出したものと判断した。 
36.細小肝癌のエコー像
小方信二，吉田恒，椎名達也
松本一暁 (成田赤十字) 
1979年1月から1982年10月までに当院で施行した延べ 
2611例の超音波検査のうち 5cm以下の細小肝癌は 4症
例， 6ケである。いずれの症例も α:-Fetoproteinの上昇
はほとんどみられず，細小肝癌の診断には役立たなかっ
た。細小肝癌のうち，超音波検査で見落したものは 3 い
ずれも横隔膜下近傍のものであり，この部分のエコー診
断は困難であることが考えられた。ハイリスク・グルー
プには 3カ月毎の超音波検査が必要である。 
:37.肝細胞癌に対する抗癌剤間歓動注療法の予後の検
討
鈴木康夫，平井康夫，松村竜太郎
遠藤伸行，宮平守博，水谷文雄
山下道隆，松島保久，大島仁士
(松戸市立) 
1980年 1月から1982年10月まで肝細胞癌症例は26人で
あり， 1981年 3月より施行した抗癌制間歌動注療法施行
患者は18人である。追跡可能症例15人の予後は 6カ月生
存率では47%，12カ月生存率では27%であった。最近急
速に普及しつつある肝動脈塞栓術での l年生存率は43% 
-50%と報告されており，それには及ばないが他療法よ
りは優っていた。今後動脈塞栓術と問駄動注とを使い分
けることにより予後の改善を計りたい。 
38. SLE患者血清に認められる抗リンパ球自己抗体
の特異性
鏡味勝，小池隆夫，末石真
富岡玖夫 (千大)
補体依存性細胞傷害試験を用いて， 45例の SLE患者
血清中に認められる抗リンパ球抗体の特異性を検討し，
以下の 4点の結果を得た。①原血清もしくは低希釈濃度
では細胞傷害試験において prozoneを認め，疑陰性の
危険がある。②血清希釈により， SLE全例に抗リンバ
球抗体の存在を認めた。③抗リンパ球抗体は細胞傷害性
のパターンにより 4型に分類される。④ IgMクラスに
属する抗体である。 
39. AILD (Angioimmunoblastic lymphadenopa-
thy with dysproteinemia) 3症例の臨床病理学
的検討
羅智靖，斎藤陽久，大谷彰
(旭中央)
それぞれ進行度の異なると思われる AILD周辺の 3
症例を経験したので，そのリンパ節を中心に臨床病理学
的検討を加えて報告する。症例 1ではリンパ節構造は保
たれており， immunoblastを含む mixedcell prolifera-
tionを伴って著明な follicularde novo formationを認
めた。症例 2では angiofollicularhyperplasia and de 
novo formationを認め，更に thymusdependent area 
の cellulardepletionを認めた。症例 3ではリンパ節構
造は極度に乱れ，剖検時のリンパ節像で‘は細胞乏しく線
維増生の著明な burnoutの像を呈していた。
